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此状態は殊に トドマツに顯著であつて、落下開始の時季 もエ ゾマ ツより多少遅る

る如 くで ある。 、

6)落 下種子量は場所によつて異9結 實良好の老齢木下に多 く、落下最盛期 には林内

殆 ど全部に落下するが、其他の期間には種子落下の場所は一様でない。之 より見て

原生林 に於 ける種子 は著 しく遠 くに飛散せぬ ものの如 くである。

7)落 下種子量は調査区域から概定すればha當 り10Q-270萬 粒 とな り、原生林の

種子生産量 と著 しく差異あるも、本調査の場合は同一一匠の調査 にあらざること、落

下種子 の概定数 には調査期問以外 の種子落下 も相當あること、特 に毬果中の残存種

子 も多数あるために生産種子量 との差異多 きもの と認 めらる。・

8)種 子落下量は快晴なる天候、平均氣温及湿度(調 査 日前後5日 間連続 平均)等

の氣候條件 との關係あるも、寧 ろ落下最盛期の風力に關係するどと大である。

9)種 子 落下期間(9-11月)は 本地方に於ては氣候風の交替期間であつて、其風向

は必ず しも二定せぬが主 として北及北偏 りの風である。 此風向の時 に風力彊 き画

数 も多 く、從つて落下種子 も此方位に多量の飛散あるもの と認めらる。

10)種 子 落下の最盛期に於ける種子平均重量、併に発芽 傘は必 ず しも最盛期の重量

を大 とし、発芽高牽 とは認められぬ如 くで ある。

第 三 章 樺太北部原生林の特徴と原生林の本質

本地方の原生林の性状 は前章に於て詳細述べた虚であるが、此等の特性か ら樺太北

部地方原生林の特徴 を要約 して、原生林 の本質に就 て次の如 く考察せ らる。

イ)樺 太北部原生林 の特徴

本地方の原生林 に就て其特徴 とする庭 を要約すれば

a)混淆 樹種の単純 に して其混情歩合 に変化 多 きこと

原生林の構成樹種は大部分エ ゾマツ、トドマツであつて、カバ類其他僅少の潤葉

樹 を混ずる極 めて単純 なる混渚林で、特殊の立地(曝 地化)にグイマツ を混生する

ことがある。'

老齢原生林の多 くはエ ゾマ ツを主 とす るが(材 積 にて80-90%)、 林型 によつて



其混淆 歩合は材積 、本数共に著 しい変異 を示 し、特 に トドヨ ッの混淆 歩合の多 き森

林 が存在する。

b)一 齊林

エ ゾマツを主 とす る老齢原生林 は外貌上極めて一齊であつて、庭によつては擇伐

的外観 を呈することあるが 、主要樹冠層に於て一齊的傾向を認め られ、林型上 より

各種に区分せ らるる森林も、結局は一齊林型 の林況破壊の程度による差異 となす も

差支 ない。'

前生樹は多数生立 し、林型に よつて其生立本数 を異 にする。エゾマツ は主 として

腐朽倒木上に、ドドマ ツは稽古 き腐朽木質上或は土壌上に生ずる。前生樹の大 さは

上木疎開の状況によつて異な り、上木の疎開多 き林分には トドマツ大型前生樹多 く、

鬱閉強 き林分にはエゾマツ 小型前生樹を多数 とす。

c)異 齢林

年齢構成は著 しく異齢で ある6而 して其異齢は特定 の齢階に属する林木 の多数

を有 して、年齢上は鐸伐的構成 と樗 するよ りも、二三齢階 を主 とする全伐的構成 と

見るべ きである。

エ ゾア ツ最 老400年 ・トドマ ツは300年 を雨樫 の生 理 的樹齢 と し・エゾマツ は

其年齢が 前生樹10年 内外 の もの より生理的樹齢の老齢に到るまでの廣範囲 があり、

トドマツは前生樹 もエゾマ ツより高齢 の もの多 く、最老齢 はエ ゾマツよ り低 きため

年齢範囲 狭 く{エ ゾマツの年齢構成の鐸伐的 なるに比 して全伐林的構成をなす もの

である。

d)蓄 積

エ ゾマツを主 とする老齢林 に蓄積は最大であつて、林型、樹種の混淆 歩合等に よ

つて差異があ冶。最大蓄積ha當 り600m3、 普re300-一 ・500m3の 林分 を最 も多数

となす。

林型上は一齊林型 に蓄積の大 なるもの多 く、主要樹冠暦を構成する主林木の本数

の減少する程 、蓄積 は小 となる。即 、主要樹冠層の疎開多 く擇伐林型 を呈する もの

となればなる程、蓄積は減少する傾向がある。從つて蓄積は一齊的林型 を最大 こし



て、其林型破壌の程度に よつて差異 を生 じ、蓄積の少 き森林 は其主林木の生立状態
●

が極 めて不均一に且集團的と構 し得 る。

e)生 長量

老齢原生林の連年生長量は極 めて低 く、其蓄積の1%内 外 に過 ぎぬ。

此等原生林は既に最大蓄積 に達 して最早生長の蝕地のなきもの と考へ らるるが、

老齢林 中の疎開地に成立する壮齢 樹及壮齢 原生林は旺盛 な生長をな しつゝ ある(肚

齢林生長傘4%以 上)。

老齢原生林の連年生長量の経過 を過去の状態 に徴すれば、最近の100-150年 間

には著 しく変動 なきも、これより遡つて急激 な低下を示ナ事實か ら、擇伐 林的に林

木の枯損 と更新 とが相均衡 して連年生長を保持 しつつある。ものとは考へられぬ。又

各林木の生長は上木疎開後の短期間の急速生長をなしたるものに して、全材積 、全

樹高に於て其大部分が疎開後の一齊的生長である。 林分的に見て も原生林の蓄積

の主要部は、同様の生長過程にあることが著 しい特色をな して居る。・

f)枯 損木 併に腐朽倒木及粗腐植質の堆積

本地方 の老齢原生林 には多数 の枯損木 と腐朽倒木の存在 を特徴 とす る。

枯損木 は小脛木の トドマツの本数多 きこと、老齢エゾマツ の枯損材積多 きことが

顯著であつて、前者は トドマツが光線要求度大なる旺盛生長をなす壮齢 時に、エ ブ

マ ツの下に被壓 せらるることに基因 し、後者はエ ゾマツの生理的樹齢 による単木的

枯損に虫害、風害 による枯損を誘発 せ らるるために して、其状態 は単木的 よりも集

團的の傾向がある。

腐朽倒木 は林 内到 る威 に多数認 められ、其腐朽程度 と分布状態は多少の相違 があ

り、老齢原生林に到る途中相の林型では、屡 々地表に腐朽倒木の少い災害後成立の

森林 と認 めらるる虚がある。

又老齢原生林 には多量の粕腐植質の堆積多 く、林地のポ ドソール化 をなす ことを

特色 とす。

9)小 面積及大面積更新

本地方の原生林 は大部分、腐朽 倒木上に生立す る前生樹 による 小面積更新、併に



風害、山火の災害跡地 に成立の大面積更新 とに区分せ らる。

老齢原生林に於て其年齢構成 、生長關係、林分構成玉か ら見て小面積更新 も比較

的集團、或は群状の面積的に更新が行はれたる もの と認められ、単木的の更新の行

はるる範囲 は比較的勘 い。

即、本地方の原生林(エ ゾマツを主 とするエゾマツ、 トドマツ老齢林)は 混溝樹種

の単純 なる、林型上 も年齢上 も一齊的傾向を有 して、其蓄積 も相當大なる森林で、多

数の枯損木、腐朽倒木の存在 と多数前生樹 の生立を特徴 となすゐ且林地 は粗腐植質 を

多量に堆積 しポ ドソール化せることである。 而 して混淆 樹種 の単純 なるに比 し其混

清状態(混淆 歩合)の 差異あること、林型上にも一齊林型 より擇伐林型に到 る各種の

状態 を認められ、從つて蓄積に も差異がある。 且極 めて廣い範囲 の異齢林であるが、

年齢の一齊的傾向なることは 小面積 更新の行はれたる 更新型 と見 るべ きもので あ'る。

ロ)原 生林 の本質

極盛相の状態(原 生林 め構成状態)は 其土地の氣候 に支配せ らるること勿論で ある

が、極盛i相を氣候的支配 によるclimati(;-climax(Clement)(104)の 狡i義に解せず、

氣候的(climatic)立 地的i(edaphisch)生 物學的(biologisch)諸 要素 の關連 して成立

したる植生が、比較的安定の状態 にある もの(Tansley)(98)と なす時は、 本地方の

エ ゾマツを主 とするエゾマツ 、トドマ ツ老齢原生林は極盛相 と認むべ きものである。

而 して極盛相の安定定状態は老齢原生林の蓄積 の変動(過 去に於ける連年生長、併

に蓄積の状態)が 最近の100-150年 の問には著 しき変動 なく、又現在老齢原生林の

多 くが小面積 更新の行 はれつ ゝある更新型 と見 らるる林型の多い點 から、比較的短期

間の ものの如 くで ある。

極盛相の攣遽に就ては既に述べた庭で あるが(14)、 本地 方の林相推移の状態 によ
喝

つて考察すれば

!)極 盛相の大面積更新に よる第一次更新型 とな り、更に小面積更新を経て第 二

次 更新型 を生 じ、此更新型 は小面積更新に よって極盛相 を再現 し、

!!)或 は極盛相が小面積更新に よる退行的更新型 となり、之が大面積更新 によつ

て中間更新型 を生 じ、!)と 同様の第一一次更新型、第二次更新型 を経て再び極盛



相 に回蹄する

場合 と大別せ らる。

!)の 場合は災害後第一次に生立 したるエゾマツ 、トドマツ及カバ類を混 じ、且 ト

ドマツの多 く生立す る更新型(山 火後に成立め壮齢 林 、風害後成立の壮齢 林)を 生 じ、

此林型の推移 した稽老齢林でエ ゾマツ老齢 木を増加 したる第二次更新型を経て、後に

極盛相 を出現する大面積更新の推移である。

!!)の 場合は極盛相が小面積更新に よつて、土地の灘地化 と共にグイマツの混淆 を

生ずる退行的林 相とな り、此林相が災害に よる大面積 更新を生ずる時は一時中間更新

型を出現 し、第一、第二更新型 を経て極盛相 となる場合であつて、此状態 の推移 も認

めらるる ものである(14)。

以上の如 く極盛相の林相攣遽 を生 ずる場合 には、老齢 原生林は 各種の林型 を出現

して、混溝樹種の状態 も異 る場合が多い。

而 して極盛相の構成状態を嚴正 に解する時は、其地方固有樹種の一定構成状態を常

に出現すべ きものの如 くであるが、極盛相は氣候的、立地的、生物學的諸要素の綜合關

係に よる成立であ り、其構成状態に影響する要素、特 に氣候的 、生物學的要素は其地域

に於ける極盛相の樹種 と混淆状態 とを稽概定的b)も の となす傾 向あるも、唯立地的要

素、殊に土地状態の影響 は上記要素の傾向 と異 なり、廣 き範囲 の変化 を示す傾 向があ

る。從つて此土地状態の影響は極盛相の状態にも或程度の変化 を示 し、本地方の老齢

原生林の如 く林相上に、或は林型上に廣 き範囲 の変化 を生ずる ものである。

即 ち極盛相は其土地状態に著 しき変化 を生ぜ ざる場合、共林況変化 は猶極盛相の本

性に変化 を生ぜざるもので ある。

立地的要素 、特に一上地状態の変化 は極盛相の構 成状態に変化 を與ふる もρ であるか

ら、極盛相 と其推移途Eの 林相 との差異 は、,sH土地状態の変化 に基 く林況の差異 とな

し得 るもので 、老齢原生林が極盛相の状態に於けると、大面積或小面積更新の推移に

於 ける状態 とは、明かに其相違 を認めらるる ものである。

原生林 に於ける樹種の交代

極盛相の構成状態、特に其構成樹種に変化 を生 ずるか、否かは原生林の樹種の交代



として注意すべ き事項 である。

林地を最後に占領すべ き極盛相の樹種は、氣候的、立地的、生物學的要素の關連 し

た安定植生 として、多 く其地方固有の陰樹 によつて占擦せ らるる ものであつて、此極

盛相の構成状態は混淆 樹種、林型、蓄積其他の状態 も略 々特色 ある状態 を出現すべ き

ものである。

本地方に於てはエ ゾマツを主 とするエ ゾマツ、トドマツ老齢原生林が極盛相の特質

を有 したること上述の如 くで あるが、斯る極盛相の老齢原生林 の混溝樹種が現在の混 、

清状態 を変化 し、或は トドマツを主 とするエ ゾマツ、トドマツの老齢原生林 と相互交

代するかの問題を生 じ、

其理由 とする慮 は1)同 一樹種 が同一地に長年月間の 生立に対する 自然の要求に

よつて、2)現 在の極盛相の林相にはエゾマツ 母樹下に トドマツを生 じ、トドマツ の

母樹 下にエ ゾマツを生ずること多 き事實あるもの とする。

林木 は一般に自己の腐朽質を嫌忌する性向を有 し、原生林 に於ては腐朽質の堆積に

よる土地の悪化 、樹種による養分の要求度の変化 、根系等 によつて同一地に同一樹種

の長年月の生立を忌み 、母樹 下には他樹の生立 を要求する忌地(Bodenmthdigkeit)を

生ずるもの となす。

然 し乍 ら此 自然の要求 は原生林が大面積の更新に於 て、其植生の推移に針葉樹 と潤

T葉 樹 との交代 を生ずる林相の変化 を現 はすことも其一因 と見るべ く(75)・ 極盛相に

於ける樹種の変化 に於てのみ此現象 を観察すべ きものではない。

又原生林の全伐林的更新 には樹種の交代を豫想せ らるる事 もあるが 、一時的の更新

型 として極盛相の状態 と異 る關係の生立は、其混溝樹種の特性、特に耐陰度(光 線要

求度)と 生理的樹齢 とによ り成立す るものに して、 必ず終局は 極盛相の構成状態を

出現すべ きものである。

施業林に於ては単純 林の場合に林地の悪化の傾 向を示 し、混溝林の場合で も樹種の

交代 をなす とす るも(65)、 此等の場合は原生林の場合 と自ら異る虚があつて・樺太

の原生林に於て も將來施業林 に誘導せられたる時は、後段 の如 く樹種の交代 をなす も

のと考へらる。



中村博士(44)は 樺太原生林に於て 「エ ゾマ ツ稚樹 は倒木上に生育するのみに し

て、上木の樹種如何 に拘 らず地表にエ ゾマツ稚樹 を見ること極 めて稀 なり。帥ちエ ゾ

マツは腐植質 を嫌忌すること極 めて顯著 なれ ど、天然林 に多数の倒木が存在す る限 り

樹種の交代の傾向を認むることな し」 とせらる。 然 し本地方の老齢原生林に於ては

前生樹 として、エ ゾマツが特 に腐朽倒木上に生立 し、 トドマツが比較的古 き腐朽木質

或ぼ土 壌上に多 く生立することは上述の如 く(第 二章第六節)、 稚苗 の根系 と稚苗時

代の光線要求度の差異 に基 くものと見 られ、エゾマツ も トドマツも原生林 内外の土壌

上に よく更新樹 として生立 し(第 二章第六節)、其條件が適當であれは必ず しも地上

の襲生を忌む もので なく、又エ ゾマツ母樹下に トドマツ を生 じ、 トドマツ母樹下に

エ ゾマツを生ずる事實 も存するが、之は両樹種の発芽 床に樹する上記 の要求 と、其耐

陰度(光 線要求度)に 蹄すべ き混溝状態 の変化 であつて樹種の交代 と見るべ きもので

はない。

即、老齢原生林内のエ ゾマツ、トドマツ前生樹の混溝状態 は上木疎開状態が単木的
、

或は集團的に行はるるかによつて、発芽床 の状態がエゾマツ に適する腐朽倒木 の状態

となるか、トドマツに適 する土壌 を露 出 し或は腐朽木質 の状態 を生ずるかの差異 を生

じ、又稚苗発生 後は トドマツが相當 の大 さの稚苗 となつて猶鶴閉が持続 せ らるる時は

トドマツは途 に消失するに到 るものであるが(鬱閉 老齢林 に小型 トドマツ 前生樹 の

少 きは上述の通 りで ある)、 此時代に相當の陽光 を得れば前生樹 として長 くエ ゾマツ

樹下に生立 し、上方疎開を得て主林木 となる ものである。

而 して更に雨樹の生理的樹齢 の相違によつて、長 く自然放任の状態 に於ては トドマ

ツはエ ゾマツの樹下に被壓 せ らるるに到 るもので、此過程は小面積更新の各種 の事實

より之 を考察せ らるる塵である。

即 ち老齢原生林 の上木疎開の状態 と混淆樹種の樹 性、特に耐陰度(光 線要求度)と

生理的樹齢 とは、原生林 の各種林型 と樹種混淆 状態を変化 する原因となるもので あつ

て、此等の林況が終局の林相(極 盛相)に 於てはエゾマツ を主 とするエ ゾマツ、 トド

マツ老齢林 として、極 めて一齊型の蓄積多 き林型 となるものである。'

之 を要するに氣候的 、立地的、生物學的の諸要素 に基 く極盛相の状態 に於ては、樹



種の交代 は考へられず して、此極盛相が更新の状況によつて或は一時的に樹種の混濡

と林型、蓄積等に変化 を生ずることあ りと錐 も、極盛相の斯 る変化 は林相推移に於け

る場合 と自ら異るは、立地要素特 に土地状態の変化 ありや否やにある。換言すれぱ極

盛相の本質上 、其構成樹種は氣候的、生物學的に其地方固有の樹種 を以て構成要素は

限 られ、唯立地的には其地 域内にて極盛相 の構成状態 に或範囲 が認め らるる もので

ある。

然 して將來原生林 を施業林 として誘導せ られたる後、エ ゾマツ、 トドマツの天然 更

新 による施業 に於ては雨樹種の樹性、特に耐陰度(光 線要求度)と 生理的樹齢 の相違

に基いて、構成樹種エゾマツ と トド3ツ の交代あることは豫想せ らるる庭である。

第 四 章 原 生 林 の 施 業 法

第 一・節 原生林施業の根本観 念

原生林 の存在は人跡未踏の邊地 にある、大面積 に亘る、何等人爲の加えられぬ天然

資源 として存在することに特色があつて、其利用開獲は他の天然資源の生産業 と同様

に、経営 の初期には利用目的に在 り、漸次資源の減少 と共 に根本的諸問題の考究 を生

ずる ものが多い。原生林 の施業に就て も同様の経路を辿る6'の であつて、施業上の浪

本観念 に も此変遷 を見られ、施業法の上にも粗放 、集約の程度 を窺はれ、原生林 の施

業法 を考究する上に注 目すべ きで ある。 而 して從來の原生林施業 の状態 には次 の如
、

き過程が考へ られる。

1)初 期利用時代

原生林 の施業、特に其伐採利用は他の生産業 と同様に、利潤の最多 を目的 とする

ために最 も有利木の伐探を行 つた。此時代 の伐探利用は其擇伐 と皆伐 とを問はず、

伐探 の限度は経費と市傾 の釣合ふ點 であつて一般に大脛木、良木のみの伐探が行は

れ、原生林の利用は此原則 に よつて、経営 の可能 な地域の原生林 のみが漸 く開登

の緒 に就いた時代である。

施業法 として も早期の擇伐 法(抜 伐 り)で あつて、良木皆伐法の如 きも其範囲 に


